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〔要 約]明治 9 (1876)年 1月に，大阪で発行された，オランダ医師エルメレンス (ChristianJaco b 
Ermerins:亜爾蔑聯斯または越爾蔑噌斯と記す， 1841 -1879)による講義録， ~原病車各論 巻六』の原文の一
部を紹介しその全現代語訳文を記し，一部では，解説と現代医学との比較を追加した.
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と， 35~44歳が98， 45~54歳が 141 で， 45歳以上で急
激に増加し以後加齢と共に増加傾向を示していて，
55~64歳189 ， 65~74歳254， 75歳以上276となってい
る.小児では， 0~4 歳 0 ， 5 ~14歳 1 であり，成人
に比べては少ないが，小児も胃十二指腸潰蕩に擢患し


































































































































































































































































































































1/2グレー ン， 1日3回，丸薬として使用する)， 
硝酸ビスマス (3グレーンから 5グレーγ，1日3回)
































肉流エキス (Liebig' s extract :牛肉流エキスを軟性
個体程度まで乾燥したもの)を指す. リービッヒ
(Baron Justus Freiherr von Lie big)はドイツの
化学者 (1803-1873) である 2)また， I麦奴」は
『麦角 (Secalecornutum) j]のことで， これは， ラ















ル[C 6 H 4 (OH) 2] で，胃腸薬，防腐消毒薬などと
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